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今月の神奈川ネット
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神
奈
川
ネ
ッ
ト
は
、

地
域
政
党
で
す
。

生
活
の
課
題
は

政
治
に
直
結
し
て
い
ま
す
。

国
の
政
党
が
、
地
方
の
政
治
ま
で

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
の
で
は
な
く

多
様
な
地
域
政
党
が
政
策
を
競
い

住
み
や
す
い
ま
ち
を
つ
く
る

社
会
を
め
ざ
し
ま
す
。

■市民の生活・活動法律相談：
4/15（水）
■第2回運営委員会：4/23（木）
＊非常事態宣言により活動が変更
する場合があります。ご確認お願
いします。
■新型コロナウィルス対策とし
て、神奈川ネットの事務所の開所
時間を当面12～16時にします。

佐々木ゆみこ（ネット宮前／県議）

　
　
　
　
　
　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
で
緊
急
事
態
宣
言
が
出
さ
れ
、様
々

な
業
種
で
自
粛
を
要
請
さ
れ
て
、生
活
に
困
窮
す
る
事
態
も
容
易
に
予
想
さ
れ
る
。

緊
急
経
済
対
策
も
要
件
ば
か
り
が
厳
し
く
て
、誰
が
も
ら
え
る
の
か
と
訝
し
い
▼
そ

ん
な
中
で
一
世
帯
布
マ
ス
ク
二
枚
配
布
の
愚
策
、し
か
も
専
門
家
か
ら
は
布
マ
ス
ク

は
ウ
イ
ル
ス
に
効
果
は
薄
い
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。こ
れ
に
少
な
く
と
も
4
6
6
億

円
と
い
う
無
駄
遣
い
だ
▼
今
回
の
対
策
で
評
価
の
高
い
台
湾
で
は
、大
臣
が
皆
各
分

野
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
で
十
分
に
力
を
発
揮
し
て
い
る
。パ
ソ
コ
ン
の
打
て
な
い
I
T

担
当
大
臣
な
ど
あ
り
得
ず
、論
功
行
賞
や
お
友
達
内
閣
の
弊
害
が
噴
出
し
て
い
る
。

日
本
の
政
治
に
不
信
が
募
る
ば
か
り
だ
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  (

C
・
M
）

県議会県議会県議会

多様性を認める制度の拡大を求めます

　昨年の統一地方選挙で旧姓を使用して当
選した山北町の女性議員が、旧姓での議員
活動を認められず、戸籍上の姓を使用してい
るとの報道がありました。神奈川新聞の調
べでも、県を含む県内 34 議会中16 議会
は旧姓を含む通称の使用はできません。
　女性が生きていく上で、姓が変わること
での不都合や苦痛は多々あり、法務省は夫
婦同姓を義務付けている国は日本以外に
はないと認めています。国際社会からも大
きく遅れをとっている状況にあり、家制度
に女性を縛るものです。姓については各々
が同姓・別姓・通称と選択できるように
法を整えていくことが必要です。
　また横須賀市・鎌倉市・逗子市でパー
トナーシップ宣誓制度の相互利用が

2020年 4月1日より始まり、多様な性や
家族のかたちを受け入れる環境整備も進み
始めています。家や性別にとらわれることな
く、自分らしく生きるための当たり前の権利
として選択肢を広げていくことが求められ
ています。
　県議会では 3月議会に「選択的夫婦別
姓制度の法制化を求める意見書」が提案さ
れ、賛成をしましたが、対案として提出され
た「別姓の議論を求める意見書」が採択さ
れました。しかし、この問題はすでに長い間
議論もされ、特に若い世代は選択制別姓に
8割以上が賛成しています。今すべきこと
は、別姓の議論ではなく選択的別姓法整備
を進めることであり、これからも提案を続
けていきます。

　
ゲ
ノ
ム
編
集
食
品
の
表
示
の
あ
り
方
を
考

え
る
た
ね
と
食
と
ひ
と
@
フ
ォ
ー
ラ
ム
主
催

の
「
ゲ
ノ
ム
編
集
食
品
が
食
卓
へ
〜 

表
示
と

ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
の
必
要
性
」
に
参
加
し

ま
し
た
。

　
日
本
は
、
こ
れ
ま
で
遺
伝
子
組
み
換
え
技

術
に
つ
い
て
は
予
防
策
を
と
っ
て
き
ま
し
た

が
、
外
来
遺
伝
子
が
残
ら
な
い
ゲ
ノ
ム
編
集

は
振
興
す
る
立
場
で
す
。昨
年
9
月
か
ら
ゲ

ノ
ム
編
集
技
術
応
用
食
品
の
表
示
に
つ
い
て

も
、
組
み
換
え
D
N
A
技
術
に
該
当
す
る
も

の
は
安
全
性
審
査
が
必
要
と
し
表
示
さ
れ
ま

す
が
、該
当
し
な
い
も
の
は
、安
全
性
の
審
査

も
な
く
、
デ
ー
タ
蓄
積
の
た
め
に
届
け
出
を

求
め
る
程
度
。罰
則
規
定
も
な
く
消
費
者
へ

の
情
報
提
供
も
表
示
の
対
象
外
で
す
。し
か

し
、有
機
J
A
S
に
つ
い
て
は
、ゲ
ノ
ム
編
集

は
禁
止
と
な
り
ま
し
た
。

　
東
京
大
学
の

塚
谷
教
授
は
、
ゲ

ノ
ム
編
集
の
技

術
は
ま
だ
初
期

段
階
、
簡
単
な
技
術
で
あ
る
た
め
誰
で
も
使

う
こ
と
が
で
き
る
と
危
険
性
を
指
摘
し
た
上

で
、
ゲ
ノ
ム
編
集
そ
の
も
の
を
ブ
ラ
ン
ド
化

し
、
高
付
加
価
値
を
つ
け
ゲ
ノ
ム
編
集
食
品

で
あ
る
こ
と
を
堂
々
と
謳
う
こ
と
を
提
案
さ

れ
て
お
り
、
驚
き
ま
し
た
。  

ゲ
ノ
ム
編
集
技

術
は
こ
の
先
大
き
く
変
化
し
て
い
く
可
能
性

が
あ
り
、
そ
の
影
響
は
未
知
数
で
す
。ト
レ
ー

サ
ビ
リ
テ
ィ
へ
の
考
え
方
は
立
場
に
よ
っ
て

違
う
た
め
、
あ
ら
ゆ
る
立
場
の
人
が
意
見
を

交
わ
し
、
多
角
的
に
議
論
し
て
い
く 

必
要
が

あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。自
分
は
何
を
食
べ
て

い
る
の
か
、 

消
費
者
の
た
め
の
食
品
表
示
を

求
め
て
い
き
ま
す
。
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川
崎
市
麻
生
区
に
あ
る
神
奈
川
県
立
麻

生
養
護
学
校
の
体
育
館
を
使
っ
た
居
場
所

や
夕
方
支
援
活
動
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。川
崎
の
メ
ン
バ
ー
と
と
も
に
見
学
し

ま
し
た
。

　
麻
生
ス
マ
イ
ル
ク
ラ
ブ
は
、特
別
支
援
学

校
に
通
う

児
童
生
徒

の
放
課
後

や
卒
業
後

の
活
動
場

所
と
し
て

だ
け
で
な

く
、地
域
の

子
ど
も
か

ら
大
人
ま

で
誰
で
も

利
用
す
る

こ
と
が
で

き
る
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
た
活
動
の
場
所
で

す
。訪
問
し
た
当
日
は
、
卓
球
・
ス
ポ
ー
ツ

吹
き
矢
・
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
・
ミ
ニ

サ
ッ
カ
ー
な
ど
が
準
備
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

特
に
決
ま
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
し
て
い

る
わ
け
で
は
な
く
、当
日
に
来
た
参
加
者
が

や
り
た
い
こ
と
を
す
る
の
が
基
本
で
す
。集

ま
っ
た
子
ど
も
同
士
で
、追
い
か
け
っ
こ
を

し
た
り
、黙
々
と
ス
ポ
ー
ツ
吹
き
矢
を
練
習

す
る
大
人
の
姿
も
み
ら
れ
ま
し
た
。近
隣
の

小
中
学
校
の
支
援
級
や
不
登
校
の
子
ど
も

た
ち
も
参
加
し
て
お
り
、学
校
と
は
別
の
友

達
関
係
を
築
い
た
り
、い
ろ
い
ろ
な
大
人
と

の
か
か
わ
り
も
持
て
る
な
ど
、体
験
や
経
験

を
積
め
る
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
麻
生
ス
マ
イ
ル
ク
ラ
ブ
は
、
神
奈
川
県

と
の
協
働
事
業
で
始
ま
り
、
さ
ら
に
運
営

N
P
O
法
人
は
施
設
開
放
事
業
の
管
理
を

委
託
さ
れ
て
い
ま
す
。県
立
の
特
別
支
援
学
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麻
生
ス
マ
イ
ル
ク
ラ
ブ
を
訪
問

　
　
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な
地
域
の
居
場
所

　
　
　
　 

内
川
由
喜
子(

厚
木
市
民
自
治
を
め
ざ
す
会
）

　
昨
年
10
月
末
現
在
の
外
国
人
労
働
者
は
、

過
去
最
大
の
1
6
5
万
8
8
0
4
人
で
、
昨

年
よ
り
13
・
6
%
増
で
す
。昨
年
9
月
に
公

表
さ
れ
た
「
外
国
人
の
子
ど
も
の
教
育
の
さ

ら
な
る
充
実
に
向
け
た 

就
学
状
況
等
調
査
」

で
は
、
外
国
籍
の
子
ど
も
の
2
万
2
千
人
が

「
就
学
不
明
」と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
6
月
に「
日
本
語
教
育
推
進
法
」が
成
立

し
ま
し
た
。 

外
国
人
の
児

童
生
徒
や
留

学
生
・
就
労

者
に
対
し
、

日
本
語
教
育

を
受
け
る
機

会
を
最
大
限

確
保
す
る
こ

と
を
基
本
理

念
と
し
て
お
り
、
国
の
2
0
2
0
年
度
予
算
で

は
、
4
億 

5
4
0
0
万
円
も
増
額
提
案
し
て
い

ま
す
。自
治
体
は
就
学
案
内
を
継
続
し
て
送
っ

た
り
、
電
話
や
訪
問
で
就
学
状
況
の
把
握
や
就

学
促
進
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
し
て
、
外
国
籍
の
子

ど
も
の
就
学
状
況
を
確
認
す
べ
き
で
す
。  

　
座
間
市
の
外
国
籍
の
在
住
者
は
昨
年
度

3
1
9
9
人
で
し
た
が
、外
国
籍
の
家
庭
へ
の

就
学
案
内
は
、日
本
語
版
し
か
作
っ
て
い
ま
せ

ん
。国
の
調
査
で
は
日
本
語
・
英
語
・
中 

国
語
・

ポ
ル
ト
ガ
ル
語
が
多
い
よ
う
で
す
が
、タ
ガ
ロ

グ
語
・ 

ベ
ト
ナ
ム
語
・
ス
ペ
イ
ン
語
に
加
え

て
や
さ
し
い
日
本
語
な
ど
、 

複
数
言
語
の
案

内
が
望
ま
れ
ま
す
。外
国
籍
率
の
高
い
豊
橋
市

で
は
、就
学
案
内
や
日
常
の
便
り
も
翻
訳
文
書

に
す
る
仕
組
み
が
あ
り
ま
す
。外
国
籍
の
子
ど

も
や
家
庭
の
困
り
ご
と
へ
の
環
境
整
備
が
必

要
で
す
。

外
国
籍
の
子
ど
も
へ
の
就
学
支
援

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

加
藤
よ
う
子(

座
間
市
民
ネ
ッ
ト
/
市
議
）

校
の
施
設
開
放
は
、29
校
中
23
校
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
夜
間
や
土
日
に
限
定
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
多
く
、ま
た
、利
用
す
る
側

も
野
球
や
サ
ッ
カ
ー
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
な

ど
の
地
域
の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
で
の
利
用
に

な
っ
て
い
ま
す
。麻
生
養
護
学
校
は
、
学
校

の
使
用
時
間
や
学
校
行
事
等
を
除
き
、
毎

日
、
施
設
開
放
し
て
い
ま
す
。麻
生
ス
マ
イ

ル
ク
ラ
ブ
は
他
団
体
と
の
利
用
調
整
を
行

い
、
平
日
は
17
時
〜
19
時
に
遊
び
や
ス

ポ
ー
ツ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
催
し
、
休
日

に
は
、
障
が
い
児
者
向
け
の
体
操
や
音
楽

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
催
が
可
能
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
本
来
は
、
学
校
の
施
設
開
放
を
利
用
し

て
、地
域
で
運
営
し
て
い
く
形
が
望
ま
れ
ま

す
が
、障
が
い
児
者
や
家
族
が
自
ら
活
動
を

生
み
出
す
の
は
難
し
い
の
が
現
実
で
す
。

　
運
営
費
や
人
材
な
ど
課
題
は
あ
り
ま
す

が
、麻
生
ス
マ
イ
ル
ク
ラ
ブ
の
よ
う
に
地
域

を
少
し
ず
つ
巻
き
込
み
な
が
ら
施
設
開
放

が
進
め
ば
、
新
た
な
地
域
の
居
場
所
と
な

り
、
参
加
す
る
選
択
肢
が
増
え
、
社
会
的
な

孤
立
の
予
防
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。　
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ゲ
ノ
ム
編
集
食
品
と
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ

　
　
　
は
た
い
陽
子(

ネ
ッ
ト
綾
瀬
/
市
議
）

2019政策プロジェクト報告書完成

プラスチックごみ
プロジェクト
自治体の処理状況
の調査、資源化の
現場視察、容器包
装リサイクル制度
の調査を通して、
脱プラスチックに
向けた提言をまと
めました。

香害・化学物質対策
プロジェクト
香りによる健康被
害の把握状況調査
と香料とイソシア
ネートなどの有害
物質についての学
習会の報告を掲載
し、共に考える視
点を提示しました。

介護保険アクション
チーム
介護保険制度の改
定に向けての署名
活動、学習会や院
内集会、フォーラ
ムを開催し、国に
意見書を提出しま
した。

新しい生き方・働き方プロジェクト


